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中学校 IRワ クチン 日程・接種数―贅表

希望人J
施 定

接籠日 人数 接積 日 人 数 接種日 人数 合計人数

丸山 幸遣 に山内科医院
「

―中学校 3月 6日 3月 13日

皆川 孝子 ζ川医院 鷹三中学校 3月 23日

ξ川  弘 雪川内科医院 「 三中学校 3月 10日 3月 13日

■口 卓秀 L口 内科 ク リニ ック 諄四中学校 3月 13日

卵澤 正敏 印澤医院 「五中学校 3月 9日

ヽ山 博 公戸 ク リニ ック 「六中学校 3月 5日

也亀 卯女 し亀小児科医院 F盤平中学校 3月 13日 3月 16日

晰江 四郎 鵬江医院 にケ沢中学校 3月 4日

ζ嶋 憲郎『幡医院 集ヽ中学校 3月 17日 3月 19日

栞口 務 まらだ小児科 卜金南中学校 3月 10日 3月 13日

予木 秀高 とちき内科循環器科 占ヶ崎中学校 3月 16日 3月 17日

卜川 正憲 陳の原クリニック 医野原中学校 3月 6日

免藤 林人 螢藤医院 可原塚中学校 3月 16日 3月 18日

ヒ原 綸 北原整形外科 ■木内中学校 3月 4日 3月 6日 3月 16日

熊谷 哲夫 臓谷内科 F松戸南中学校 3月 10日 3月 13日

保ヽ田寅良 保ヽ田医院 金ケ作中学校 3月 10日

岡  進 :こ婦人
'■

台クリニック 折松戸北中学校 3月 5日 3月 16日

ξ川 孝子 ξ川医院 和名ヶ谷中学校 3月 13日 3月 16日

籠座  ―弘 つざクリニック 巳町中学校 3月 13日

二浦 唸■ 野松戸診療所 卜金北中学校 3月 :6日

計

松戸市消防局 消防救急課 御中

本 日 中学校で下記要領にて

MRワ クチン接種が実施されます。緊急事態

発生時は宜しくお願い申し上げます。

日時 :   月

午後   時

場所 :  中学校

接種予定人数 :

出動医 :

日

分 ～ 時  分

(保健室・体育館)

名

先生

中学校校長

*松戸市消防局 消防救急操 lFAX 363-n38)ま で

FAXを お願いいたします。

接種終了報告

月  日  時より実施されました

MRワ クチン接種は   時に無事終了

いたしました。

ご協力ありがとうございました。

中学校校長

*松戸市消防局 消防救急瞑lFAX 363-■ 38)ま で

FAXをお願いいたします。
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t全戸市消防局 n防枚/d謙 抑LP

本 日 中や蚊で下紀■ぜ伽にて

MR ワグチ/捷fLが (̂Jkされます.緊急事W.

発生l利i宜しくおJdいEPL上げます.

日時 月 F]

午後 時 分 - Fl 分

tB所 中辛蚊 (焦Q壬 仕事■)

嬢11予定人魚 名

ttlth医 先生

中手汝牧丘

接棚終了報告

月 R 吋より実JLされました

htRワクチン挨和は 特にも事井丁

いたしました.

=B力ありがと)ございました

中辛授校長
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MRワクチン接種率順位(平成20年4月 ～平成21年3月 )
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健康福祉
センター
(保健所)

ワクチンの
種 類

MR
(1期 )

MR
(2期 )

MR
(3期 )

MR
(4期 )

市 町 村 名 村象者瑯 け,者聟

千 葉 市 千  葉  市 8258 856` 8,841 7.38( 853`

船 橋 市 恰 橋  市 5.641 5.43( 540Z

柏   ■ IB 市 3,54( 3.624 3,24〔 3,48(

習 志 ヨ

習 志 野 市 1■ 4( 1431 992

へ 千 代 ■ 2.02( 1,93( 1,862

朧 ケ 谷 市

市   J:
●  り11  ■ 4.37フ 3,584 3.756 3,72( 2.67

市 安  ■ 1.58` |,318

公  戸

い 戸 市 3,90S 406( 4,29( 4,062

流  山  TF 1 48 ( 101.7 |.441 1,25〔

段 孫 子 1 125〔 1,12( 111 90 (

野    圧 野  田  1 143` 1,13Z

寧:幡r遭
■日田 □

14
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富田林医師会 感染症対策委員会

委員長 藤岡 雅 司

2009-9-9
第4回麻しん対策推進会議

厚生労働省専用第21会議室

大阪府富田林市

人口 12万人

15歳未満 1.7万人 (14%)

中等教育学校

中学校  公立8、 私立2

高等学校 公立3、 私立2

支援学校 公立 1

f魚 ・́ハ だ́́ /

|● ■ソ
1   囀:'■

11  ・ ′|

大阪府富田林市における

麻しんワクチン接種率向上

への取り組み

富田林医師会 感染症対策委員会

委員長 藤岡 雅 司

2009-9-9

第4回蔽しん対策推進会88

LF生労●省JI用事21金井圭



平成20年度麻しんワクチン接種率

第 2期 第 3期 第 4期

全国平均 91.8% 85.196 77.3%

大阪府 441菫 ・88.896 45位 77.296 451菫 68.1%

富田林市 6位 95.496 2位 94.696 2位 84.196

平成20年度 麻しんワクチン累積接種率

接
種
率
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接種率向上への取り組み

・ 接種記録の電算化と未接種者の把握
0郵送、電話による個別勧奨

/第 3期 公立中学校での集団接種
/第4期 公立高等学校での集団接種
/第 3、 4期 保健センターでの休日集団接種
/第 2期 早期接種者への文具券配布
/第 1～ 4期 未接種者への行政措置接種

取り組み その 1

第3期

公立中学校での集団接種

3

接種率向上への取り組み

･接種記録の電算化と未接種者の把握

･郵送､電話による個別勧奨

/第3期 公立中学校での集団接種

/第4期 公立高等学校での集団接種

/第3､4期 保健センターでの休日集団接種

/第2期 早期接種者への文具券配布

/第1-4期 末接種者への行政措置接種

取り組み その1

第3期

公立中学校での集団接種

3



麻しんにかかる定期接種

1期 1歳の1年間

2期 Jヽ学校就学前の1年間

3期 中学校1年の1年間

4期 高校3年相当年齢の1年間

・中高生には、「かかりつけ医」がほとんどいない
→医療機関での接種にこだわる必要性が少ない

・中高生の生活の場は、主に学校等 (授業・クラブ)

→学校等で接種機会の提供が必要
・国も「接種を受けやすい環境整備」に配慮
→集団接種の安全基準、保護者同伴要件の緩和

作成 日立感染症研究所感染症情報センター

監修 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省

【中学1年生に対する積極的勧奨】
中学1年生については、その保護

者を勧奨の最終的な対象とする。

②可能な限り4～6月 中に予防接種
を受けるよう勧奨する。
(重点的に接種を勧める期間)

積籠的助奨のスケジュール

4

麻しんにかかる定期接種

1期 1歳の1年間

2期 小学校就学前の1年間

3期 中学校1年の1年間

4期 高校3年相当年齢の1年間

･中高生には､｢かかりつけ医｣がほとんどいない

-医療機関での接種にこだわる必要性が少ない

･中高生の生活の場は､主に学校等(授業･クラブ)

-学校等で接種機会の提供が必要

･国も｢接種を受けやすい環境整備｣に配慮

-集団接種の安全基準､保護者同伴要件の緩和



各中学校長 様

健康推進部健康づくり推進課長

中学1年生の麻しん風しん集団接種に実施について(依頼)

日頃は、本市予防接種行政の推進にご理解ご協力をいただき、厚くお礼申し上げ
ます。

さて、今年度から中学1年生を対象とした第3期麻しん風しん予防接種が5年間の
期限付きで開始されることになりました。国は麻しん排除計画の接種率として
95%以上を目標としております。

高い接種率を達成するためには、中学生が接種を受けやすい機会を提供する必
要があります。当市におきましては、各公立中学校において、下記の日程で集団
接種を実施したいと存じます。なお、接種にかかる安全確保に万全を期すために
国の定める安全基準を遵守して実施いたします。

つきましては、接種対象者である中学1年生に保護者あての説明書及び予診票
等を学校のスケジュールに合わせて配布していただき、接種当日、生徒に保護
者の同意欄に署名をした予診票を必ず持参するよう、ご指導をお願いいたします。

お忙しいところご面倒をおかけいたしますが、接種当日は、会場への生徒引率等
についてご協力を併せてお願い申し上げます。

二九二
1な
やし

■予防接種法の改正により、麻しん風し

ん予防:111を 中学 1年生および高校 3年

生に相当する年齢の人も受けられるよう

になりました

麻しん (は しか)は人から人へ感染し

やすく、予防接種を受けないと多くの人

がかかる感染症です。このため、予防接

種で未然に防ぐことが重要です。

今まで麻しんワクチンを 1回 しか受け

ていない世代の免疫補強を目的に、今年

4月 から24年度までの 5年間に、2回 目

が受けられるようになりました
`

なお、同時に風しん対策も行うため、

原則として麻しん 。風 しん混合 (MR)

ワクチンを接種します。

↓

第3期 =平 成7年 4月 2日 ～平成 8年 4

月 1日 生れの人 (中 学 1年生相当)、 公立

中学校 (指定医療機関でも受けられます)

※私立中学校などへ通学している人は、

⑤

各中学校長 様

ます.

㊥
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健感発 0715第 2号
平成 21年 7月 15日

各都道府県衛生主管部 (局)長 殿

「す
=二

犠書|

厚生労働省健康局結核感染症課

ilil妻i:‖

麻しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては、日頃よりご理解ご協力を賜 り厚 く御礼申し上げま
す。

さて、標記の予防接種につきましては、平成21年度の接種対象者が以下の者とな
り (第 3期 :平成 8年 4月 2日 ～平成 9年 4月 1日 に生誕した者、第 4期 :平成 3
年 4月 2日 ～平成 4年 4月 1日 に生誕 した者)、 あらためて、本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。

当該対象者においては、今後、大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る
ことが見込まれ、授業が実施されている日程下と比べ、時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから、この機会を利用 して、未だ接種を受けていな
い者については、接種を完了されるよう、市区町村に対して、関係機関と協力の上、
積極的な接種勧奨の実施について指導方よろしくお願いいたします。

また、市区町村に対し、「都道府県における麻しん対策ガイ ドライン」に基づき、
麻しん風 しんの第 3期及び第 4期未接種未罹患の者の状況を把握 したうえで、その
者に対 して接種の勧奨を実施するとともに、「麻しん対策の会議」への協力が推進さ
れるよう、周知徹底方よろしくお願いいたします。

なお、関係機関における取 り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので、併せて周知いただきますようお願いいたします。

言己
厚生労働省ホームページ

都道府県における麻しん対策会議のガイ ドライン
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/

dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http://1dsc.nih.go.」 p/diSease/measles/05.html

接種促進のための教育啓発ツール
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html
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健感発0715第2号
平成21年 7月 15日

各都道府県衛生主管部 (局)長 殿
′た一㌔-l,
,.1侶r{'J:はも二1I.､･.

厚生労働省健康局結核感染症課長
.二 ∴
I･-r_【J†しh-wふ〆や"過

麻しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては､日頃よりご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げま
す｡

さて､標記の予防接種につきましては､平成21年度の接種対象者が以下の者とな
り (第 3期 :平成8年4月2日～平成9年4月 1日に生誕した者､第4期 :平成3

年4月2日～平成4年4月1日に生誕 した者)､あらためて､本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となっているところです｡

当該対象者においては､今後､大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る
ことが見込まれ､授業が実施されている日程下と比べ､時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから､この機会を利用して､未だ接種を受けていな
い者については､接種を完了されるよう､市区町村に対して､関係機関と協力の上､

積極的な接種勧奨の実施について指導方よろしくお願いいたします｡
また､市区町村に対し､｢都道府県における麻しん対策ガイ ドライン｣に基づき､

麻しん風 しんの第3期及び第4期末接種未羅恵の者の状況を把握 したうえで､その
者に対 して接種の勧奨を実施するとともに､｢麻しん対策の会議｣への協力が推進さ
れるよう､周知徹底方よろしくお願いいたします｡

なお､関係機関における取り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組

事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記

厚生労働省ホームページ
都道府県における麻しん対策会議のガイ ドライン

http://wvnN.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.｣p/disease/measles/05.html

接種促進のための教育啓発ツール

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02,html
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健感発0715第 3号
平成21年 7月 15日

文部科学省スポーッ “青少年局

学校健康教育課長 殿

麻 しん風 しんの第 3期・第4期予防接種の促進について (依頼 )

予防接種行政につきましては、日頃よりご理解ご協力を賜 り厚く御ネL申 し上げま
す。

さて、標記の予防接種につきましては、平成21年度の接種対象者が以下の者とな
り (第 3期 :平成 8年 4月 2日 ～平成 9年 4月 1日 に生誕した者、第4期 :平成 3
年 4月 2日 ～平成 4年 4月 1日 に生誕 した者 )、 あらためて、本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。

このため、別添のとおり、各都道府県衛生主管部 (局 )長あてに第 3期・第 4期
の対象者への積極的勧奨についての通知を発出しました。

当該対象者においては、今後、大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る
ことが見込まれ、授業が実施されている日程下と比べ、時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから、この機会を利用して、未だ接種を受けていな
い者については、接種を完了されるよう、関係機関を通じて、積極的な接種勧奨を
お願いいたします。

また、貴職より関係機関に対 し、「学校における麻 しん対策ガイ ドライン」に基づ
き、麻 しん風 しんの第 3期及び第 4期未接種未罹患の者の状況を把握 したうえで、  1
その者に対 して接種の勧奨を実施するとともに、都道府県が設置する「麻しん対策
の会議」へ学校ごとの接種率が情報提供されるなどの協力が推進されるよう、周知
徹底方よろしくお願いいたします。

なお、関係機関における取 り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報セ ンターの下記ホームページに掲載
しておりますので、併せて周知いただきますようお願いいたします。

記
厚生労働省ホームページ

都道府県における麻 しん対策会議のガイ ドライン
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/

dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05。 html

接種促進のための教育啓発ツール
http://idsc.nih.go.jp/disease/meastes/02.html

②

文部科学省スポーツ ･青少年局
学校健康教育課長 殿

健感発0715第 3号
平成21年 7月 15日

厚生労働省健康局結核感染症課

麻しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について (依頼)

予防接種行政につきましては.日頃よりご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げま
す｡

さて､標記の予防接種につきましては､平成21年度の接種対象者が以下の者とな
り (第3期 :平成8年4月2日～平成9年4月 1日に生誕した者､第4期 :平成3

年4月2日～平成4年4月1日に生誕した者)､あらためて､本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となっているところです｡

このため､別添のとおり､各都道府県衛生主管部 (局)長あてに第3期 ･第4期
の対象者への積極的勧奨についての通知を発出しました｡

当該対象者においては､今後､大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る
ことが見込まれ､授業が実施されている日程下と比べ､時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから､この機会を利用して､未だ接種を受けていな
い者については､接種を完了されるよう､関係機関を通じて､積極的な接種勧奨を
お願いいたします｡

また､貴職より関係機関に対し､｢学校における麻しん対策ガイドライン｣に基づ
き､麻しん風 しんの第3期及び第4期末接種未羅恵の者の状況を把握したうえで､
その昔に対して接種の勧奨を実施するとともに､都道府県が設置する ｢麻しん対策
の会議｣へ学校ごとの接種率が情報提供されるなどの協力が推進されるよう､周知
徹底方よろしくお願いいたします｡

なお､関係横関における取 り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組
事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記
厚生労働省ホームページ

都道府県における麻しん対策会議のガイ ドライン
http://ww.rnhrw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/

dA/080328a.pdf
国立感染症研究所感染症情報センターホームページ

自治体における接種勧奨の取組事例
http://jdsc,nih.go.jp/disease/meas)es/05.htmI

接種促進のための教育啓発ツール

http://idsc.nih,go.jp/disease/measles/02.html
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資料 12-1

21ス 学健第 10号
平成 21年 7月 16日

附 属 学 校 を 置 く各 国 立 大 学 長

各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 長

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 長 殿

各都道府県教育委員会健康教育主管課長

各指定都市教育委員会健康教育主管課長

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長

松  川  憲

麻 しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について (依頼 )

標記について、別添 1の とお り平成 21年 7月 15日付け健感発 0715第 3号により

厚生労働省健康局結核感染症課長から協力依頼がありました。

また、別添 2の とおり同課長から各都道府県衛生主管部 (局)長あてに「麻しん風しん

の第 3期・第 4期予防接種の促進について」が発出されています。

学校の設置者及び学校においては、従来から「学校における麻しん対策ガイ ドライン」

(平成 20年 3月  国立感染症研究所感染情報センター作成 文部科学省・厚生労働省監修)

の活用をお願いしているところですが、地域の保健部局等と連携の上、麻 しん風しんの第

3期・第 4期予防接種未接種・未罹患の者の状況を把握した上で、その者に対して、夏期

休暇中の接種の勧奨を行 うなど、早期の接種が促進されるよう適切な対応をお願いします。

また、都道府県の麻しん対策会議等による接種状況の確認調査が実施 される際には、御

協力をお願いします。

なお、これらのことについて、都道府県教育委員会においては域内の市区町村教育委員

会に対して、都道府県私立学校主管課においては所管の私立学校等 (専修学校 。各種学校

を含む)に対して周知していただくとともに、適切な対応がなされるよう御指導について

も併せてお願いします。
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21ス学健第 10号

平成 21年 7月16日

附 属 学 校 を 置 く各 国 立 大 学 長

各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 長

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 長 殿

各都道府県教育委員会健康教育主管課長

各指定都市教育委員会健康教育主管課長

文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課長

松 川 窟

麻しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について (依頼)

標記について､別添1のとおり平成21年 7月 15日付け健感発0715第3号により

厚生労働省健康局結核感染症課長から協力依頼がありました｡

また､別添2のとおり同課長から各都道府県衛生主管部 (烏)長あてに ｢麻しん風しん

の第3期 ･第4期予防接種の促進について｣が発出されています｡

学校の設置者及び学校においては､従来から ｢学校における麻しん対策ガイ ドライン｣

(平成20年3月 国立感染症研究所感勢情報センター作成 文部科学省･厚生労働省監修)

の活用をお願いしているところですが､地域の保健部局等と連携の上､麻 しん風しんの第

3期 ･第4期予防接種未接種 ･未雁息の者の状況を把握した上で､その者に対して､夏期

休暇中の接種の勧奨を行うなど､早期の接種が促進されるよう適切な対応をお願いしますO

また､都道府県の麻しん対策会議等による接種状況の確認調査が実施される際には､御

協力をお願いしますO

なお､これらのことについて､都道府県教育委員会においては域内の市区町村教育委員

会に対して､都道府県私立学校主管課においては所管の私立学校等 (専修学校 ･各種学校

を含む)に対して周知していただくとともに､適切な対応がなされるよう御指導について

も併せてお願いします｡



(参考ホームページ)

○文部科学省ホームページ

「学校における麻しん対策ガイ ドラインについて」

http://www.mext.go.」 p/a_menu/kenkO/hoken/08040804.htm

O厚生芳慟省ホ‐ムページ

「都道府県における麻しん対策会議のガイ ドライン」

http://―.mhlw.go。 」p/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/d1/080328a.pdf

O国立感染症研究所感染症情報センターホームページ

「自治体における接種勧奨の取組事例」

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html      l

「接種促進のための教育啓発ツール J

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html

本件担当

文部科学省スポーツ・青少年局

学校健康教育課 保健指導係

電話 03-673ケ2918(直通 )

2

(参考ホームページ)

○文部科学省ホームページ

｢学校における麻しん対策ガイ ドラインについて｣

http://www.next.go.jp/a｣¶enu/kenko/hoken/08040804.htm

O厚生労働省ホームページ

｢都道府県における麻しん対策会議のガイ ドライン｣

http://W-.叫 W.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/dl/080328a･pdf

O国立感染症研究所感染症情報センターホームページ

｢自治体における接種勧奨の取組事例｣

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html

｢接種促進のための教育啓発ツール ｣

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html

本件担当

文部科学省スポーツ .青少年局

学校健康教育課 保健指導係



健感発 0715第 3号
平成 21年 7月 15日

文部科学省スポーツ・青少年局
学校健康教育課長 殿

腱 蝸 省健康局繊 感染症課
ヰ|ギ

「

麻 しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について (依頼 )

予防接種行政につきま しては、日頃よりご理解 ご協力を賜 り厚 く御礼申し上げま
す。

さて、標記の予防接種につきましては、平成21年度の接種対象者が以下の者 とな
り (第 3期 :平成 8年 4月 2日 ～平成 9年 4月 1日 に生誕 した者、第 4期 :平成 3
年 4月 2日 ～平成 4年 4月 1日 に生誕 した者 )、 あらためて、本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となっているところです。

このため、別添のとお り、各都道府県衛生主管部 (局)長あてに第 3期・第 4期
の対象者への積極的勧奨についての通知を発出 しました。

当該対象者においては、今後、大部分の者が夏季における休業日の 日程下に入る
ことが見込まれ、授業が実施 されている日程下 と比べ、時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから、この機会を利用 して、未だ接種を受けていな
い者については、接種 を完了されるよう、関係機関を通 じて、積極的な接種勧奨を
お願いいた します。

また、貴職 より関係機関に対 し、「学校における麻 しん対策ガイ ドライン」に基づ
き、麻 しん風 しんの第 3期及び第 4期未接種未罹患の者の状況を把握 したうえで、
その者に対 して接種の勧奨 を実施するとともに、都道府県が設置する「麻 しん対策
の会議」へ学校 ごとの接種率が情報提供されるなどの協力が推進 されるよう、周知
徹底方よろしくお願いいた します。

なお、関係機関における取 り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームベージに掲載
しておりますので、併せて周知いただきますようお願 いいた します。

言己

厚生労1動 省ホームページ

都道府県における麻 しん対策会議のガイ ドライン
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/

dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームベージ

自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05 html 

・

接種促進のための教育啓発ツール
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html
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文部科学省スポーツ ･青少年局
学校健康教育課長 殿

健感発 0715第 3号

平成21年 7月 15日

I
厚生労働省健康局結核感染症課長

■-■---,iごT.麻 しん風 しんの第 3期 ･第4期予防接種の促進について (依頼)

予防接種行政につきましては､日頃よりご理解ご協力を賜 り厚 く御礼申し上げま
す｡

さて､標記の予防接種につきましては､平成21年度の接種対象者が以下の者とな

り (第3期 :平成 8年4月2日～平成 9年4月 1日に生誕した者､第4期 :平成 3

年 4月2日～平成4年4月 1日に生誕 した者)､あらためて､本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となっているところです｡

このため､別添のとお り､各都道府県衛生主管部 (局)長あてに第 3期 ･第4期
の対象者への積極的勧奨についての通知を発出しました｡

当該対象者においては､今後､大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る

ことが見込まれ､授業が実施されている日程下と比べ､時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから､この機会を利用 して､未だ接種を受けていな

い者については､接種を完了されるよう､関係機関を通じて､積極的な接種勧奨を
お願いいたします｡

また､貴職より関係機関に対 し､｢学校における麻 しん対策ガイ ドライン｣に基づ

き､麻しん風 しんの第 3期及び第4期末接種末尾患の者の状況を把握 したうえで､

その者に対 して接種の勧奨を実施するとともに､都道府県が設置する ｢麻しん対策

の会議｣へ学校 ごとの接種率が情報提供されるなどの協力が推進されるよう､周知
徹底方よろしくお願いいたします｡

なお､関係機関における取 り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組

事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記

厚生労働省ホームページ

都道府県における麻 しん対策会議のガイ ドライン

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホ-ムページ

自治体における接種勧奨の取組事例

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html
接種促進のための教育啓発ツール

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.htnlI

3
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健感発 0715第 2号
平成 21年 7月 15日

各都道府県衛生主管部 (局 )長 殿

麻 しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては、日頃よりご理解ご協力を賜 り厚 く御礼申 し上げま
す。

さて、標記の予防接種につきま しては、平成21年度の接種対象者が以下の者とな
り (第 3期 :平成 8年 4月 2日 ～平成 9年 4月 1日 に生誕 した者、第 4期 :平成 3
年 4月 2日 ～平成 4年 4月 1日 に生誕 した者 )、 あらためて、本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。

当該対象者においては、今後、大部分の者が夏季における休業日の 日程下に入る
ことが見込まれ、授業が実施 されている日程下 と比べ、時間的猶予の面にて接種を
受けやすい環境におかれることから、この機会 を利用 して、未だ接種 を受けていな
い者については、接種を完了されるよう、市区町村に対して、関係機関 と協力の上、
積極的な接種勧奨の実施について指導方よろしくお願いいた します。

また、市区町村に対 し、「都道府県における麻 しん対策ガイ ドライン」に基づき、
麻 しん風 しんの第 3期及び第 4期未接種未罹患の者の状況を把握 した うえで、その
者に対 して接種の勧奨を実施するとともに、「麻 しん対策の会議」への協力が推進 さ
れるよう、周知徹底方よろしくお願いいた します。

なお、関係機関における取 り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームペー ジに掲載
してお りますので、併せて周知いただきますようお願いいた します。

言己

厚生労働省ホームベージ

都道府県における麻 しん対策会議のガイ ドライン

http://www.mhlw go.」 p/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/
dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ

自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html

接種促進のための教育啓発ツール

http://idsc.nlh.go.jp/disease/measles/02.html
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各都道府県衛生主管部 (局)長 殿

健感発0715第2号

平成21年 7月 15日

厚生労働省健康局結核感染症課

麻 しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては､日頃よりご理解ご協力を賜り厚 く御礼申し上げま
す｡

さて､標記の予防接種につきましては､平成21年度の接種対象者が以下の者とな

り (第 3期 二平成8年4月2日～平成 9年4月 1日に生誕 した者､第4期 :平成3

年 4月2日～平成4年4月1日に生誕 した者)､あらためて､本接種対象者への情報
提供や接種勧奨による接種の促進が必要となっているところです｡

当該対象者においては､今後､大部分の者が夏季における休業日の日程下に入る
ことが見込まれ､授業が実施 されている日程下と比べ､時間的猶予の面にて接種を

受けやすい環境におかれることから､この機会を利用して､未だ接種を受けていな
い者については､接種を完了されるよう､市区町村に対して､関係機関と協力の上､

積極的な接種勧奨の実施について指導方よろしくお願いいたしますO

また､市区町村に対し､｢都道府県における麻しん対策ガイ ドライン｣に基づき､

麻 しん風 しんの第 3期及び第 4期末接種未罷患の者の状況を把握 したうえで､その
者に対 して接種の勧奨を実施するとともに､｢麻しん対策の会議｣への協力が推進さ
れるよう､周知徹底方よろしくお願いいたしますO

なお､関係機関における取 り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組
事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記

厚生労働省ホームページ
都道府県における麻 しん対策会議のガイ ドライン

http://www.mhlw.go.｣p/bunya/rkenkou/kekkaku-kansenshou21/′
dl/080328a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例

httpソ/idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html
接種促進のための教育啓発ツール

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html

㊨



2.

平成 21年度健康教育行政担当者連絡協議会開催要項

.趣  旨

健 康 教育 に関す る諸 問題 につ いて連絡協議 し, もつて行政 の円滑な推進 に資す

る。

主 催

文 部科学省    `

期  間

平成 21年 6月 1日 (月 )～ 6月 2日 (火 )

会  場                 ・

独 立行政法人国立青少年教育振興機構

国立オ リンピック記念青少年総合セ ンター

〒1510052 東京 都渋谷 区代 々木神園町 3番 1号

電話番号  03(3467)7201【 代表】

3.

4

5.対 象

都道府県及び指定都市教育委員会の指導主事,学校保健技師,事務担当係長等。
ただ し,原則 として各教育委員会当た り5名 以内 とす る。

6.日 程及び内容 (【 別記】の とお り)

7.参加申込み

各都道府県及び指定都市教育委員会は,別紙様式 1に ついては平成21年 5月 1

日 (金)ま で、別紙様式 2～ 7については平成21年 5月 8日 (金 )【 必着】まで

にメール及び郵送にて提出すること。

(提 出先)〒 100-8959 千代田区霞が関3-2-2
文部科学省 スポーツ・青少年局学校健康教育課庶務係 .

メールアト
゛
レス: gakkoken@mext.go.jp

8.そ の他                       ・

会場については、申 し込み状況等を勘案 し、変更の可能性がある。

ijS_?;41121lT;r

平成 21年度健康教育行政担当者連絡協議会開催要項

1.趣 旨

健康教育に関する諸問題 について連絡協議 し, もって行政の円滑な推進に資す

る｡

2.主 催

文部科学省

3.期 間

平成 21年 6月 1日 (月)～ 6月 2日 (火)

4.会 場

独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立オ リンピック記念青少年総合センター

〒15ト0052 東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

電話番号 03 (3467) 7'201 【代表】

5.対 象

都道府県及び指定都市教育委員会の指導主事,学校保健技師,事務担当係長等｡

ただ し,原則 として各教育委員会当た り5名以内 とす る｡

6. 日程及び内容 (【別記】の とお り)

7.参加申込み

各都道府県及び指定都市教育委員会は,別抵様式1位?_いては平成21年_5旦1

日 (金)まで､別紙様式 2- 7については平成21年 5月 8日 (金)____【必着】まで

にメール及び郵送にて提出すること｡

(提出先) 〒100-8959 千代田区霞が関3-2-2

文部科学省 スポーツ ･青少年局学較健康教育課庶務係

メールアドレス:gakkoken@mext.go.jp

8.その他

会場については､申 し込み状況等を勘案 し､変更の可能性がある0
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平成21年度健康教育行政担当者連絡協議会日程

６
月

１
日

（
月

）

9130          10:00         10:30         11:00         11:30         12:00         13100         13:30         14:00         14:30         15:00         15:30         16100         16:30

受

付

全体会  セ417

休

憩

分科会

予算及び叙勲
等について

庶務係

学校給食施
設、へき地、要
保護補助につ
いて

助 成係

学校保健関係
について

保健指導係
保健管理係

学校安全関係
について

学校安全係

休

憩

食に関する指
導等について

調査係

学校給食関係
について

学校綸食係

労働安全衛生
について

企画 健康教育
係

質
疑
応

答

【学校保健関係】 セ309
「保健主事研修プログラムについて」

(担 当:森教科調査官)

【学校安全関係】 セ402
「学校安全関係配付資料等の活用につい
て」

(担 当:長岡安全教育調査官)

【食育・学校給食関係】 セlo2
「改正学校給食法施行と学校給食実施基
準及び学校給食衛生管理基準の改訂に
ついて」

(担 当 :田 中学校綸食調葺官、森泉食育調奎 官 )

６
月
２
日

（
火

）

午前の部

休

憩

午後の部 I

休

憩

午後の部 Ⅱ

学
校

保
健

①

セ309

・「学校保健法及び学校保健法施行規則の改正について」
・「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応に
ついて」

(担 当:果女健康教育調査官)

⑤

セ30⊆

「養護教諭研修プログラム(新規採用研修
及び10年 経験者研修)に ついて」

(担当:采女健康教育調査官)

⑩

セ309

「保健室経営計画の作成方法について」
(担当:栗女健康教育調査官)

②

セ405

・「薬物乱用防止の教育について」
・「医薬品の教育について」

(担 当:北垣健康教育調査官)

⑥

セ40[

「学校環境衛生の基準について」
(lB当 :北垣健康教育調査官)

⑦

セ409

・「学校におけるアレルギー対策について」
・「生活習慣病対策 (がんを含む)に つい

て」
(担 当:高山専門官)

①

セ409

「はしか対策について」
「新型インフルエンザ対策について」

(担当:高山専門官)

学
校
安
全

③

セ402
法改正を受 けた学校安全の進め方について」

(担 当:長 岡安全教育調査官)

③

セ402

「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事
業を始めとする子どもの安全確保のあり
方について」

(担 当:長 岡安全教育調査官)

⑫ ‐

セ402

「学校の安全管理に関する取組の向上に
ついて」

(担 当:長岡安全教育調査官)

員
育

・
学

校

給
合

④

セ102

「法改正及び基準の改訂を受けた学校給食管理の進め方につ
いて」           .

〔担当:黒鼎 査宮
 〕

⑨

セ102

「新学習指導要領と学校における食育の
推進について」

陛 黒寅鶴 讐 官
〕

⑬

セ102

「学校において食育を推進するに当たつて
の現状と課題について」

〔担当:畢渕 査官
 〕

1 15:30 16:00 16:30

平成21年度健康教育行政担当者連絡協議会日程

6月1日月 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30

受付 全体会 セ417 休悲 分科会

予算及び叙勲等について庶務係 学校給食施設.ヘき地.要保護福助について助成係 学校保健関係について保健指導係保値管理係 学校安全関係について学校安全係 休憩 食に関する指導等について調査係 学校給食関係について学校給食係 労働安全衛生について企画.健康教育係! 質疑応宜ロ 【学校保健関係】 セ309｢保健主事研修プログラムについて｣(担当:森教科調査官)

【学校安全関係】 セ402｢学校安全関係配付資料等の活用について｣(担当:長岡安全教育調査官)

【食育.学校給食関係】 セ102｢改正学校給食法施行と学校給食実施基準及び学校給食衛生管理基準の改訂について｣(担当:田中学校捨土誠至官､森泉圭音調至官)

6月2 午前の部 休ち白 午後の部 Ⅰ 休悲 午後の部 Ⅱ

学校 Lや ･r学校保像法及び学校保健法施行規則の改正について｣･r教敬員のための子どもの健康観零の方法と間詔への対応に @ ｢妻護教諭研修プログラム(新規採用研修及び10年経験者研修)について｣ ⑩ ｢保健主柱苫計画の作成方法について｣

セ309 ついて｣(担当:采女健康教育調査官) セ309 (担当こ采女塩原教育調査官) セ309 (担当:采女健康教育調査官)

② .r薬物乱用防止の教育について｣ ⑥ ｢学校環境衛生の基準について｣

煤健 ･｢医薬品の教育について｣セ405 (担当:北壇健康教育調査官) セ405 (担当:北垣健康教育調査官)

⑦ ･｢学校におけるアレルギー対策について｣･｢生活習慣病対策(がんを含む)につい @ ･｢はしか対策について｣

日火 セ409 て｣(担当:高山専門官) セ409･｢新型インフルエンザ対策について｣(担当:高山専門官)

･安全 セ402 (担当:長岡安全教育iPl査官) セ402 方について｣(担当:長岡安全教育調査官) セ402 ついて｣(担当:長岡安全教育調査官)

半 いて｣ 推進について｣ の現状と課題について｣

校i食 〔組 芸諾 篭 崇 重 富 〕 〔酪 芸呈芸認 諾 査官 〕 セ102. 〔担当=芸詰 篭 崇 査官 〕



平成21年度
健康教育行政担当者連絡協議会

麻しん

平成21年 6月 2日

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課

高山 研

Company Name

2008年度予防接種率 (′卜学校入学前1年間)

2008年度

第2期麻しん風しんワクチン接種率
4月 1日 ～12月 31日接種然況評価結果

第2期 麻しんワクチン接種率:66.4%
{宮崎県57.5%～福井県79.8%)

第2期 風しんワクチン接種率:66.4%
{宮崎県57.6%～福井県79。8%) 多

10.0%以上

80.0%以上9o o%未満

70.0%以上80.0%未満

60.0%以上70.0%未満
50.0%以上60.0%未満

50.0%未満

3

平成2 1年度
健康教育 行政 担 当者連絡協 議 会

麻しん

平成21年6月2日

文部科学省スポーツ.青少年局学校健康教育課

高山 研



2008年度予防接種率 (中学1年生相当)

2008年度

第3期麻しん風しんワクチン接種率
4月 1日 ～12月 31日接糧状況評価結果

第3期 麻しんワクチン接種率:66。1%
{大阪府55。 2%～福井県87.7%)

第3期 風しんワクチン接種率:66.1%
{大阪府55.1%～福井県87.7%)  多

2008年度予防 率(高校3年生相当)

:2008年度
:第4期麻しん風しんワクチン接種率
:4月 1日 ～12月 31日 接種状況評価結果

:第4期 麻しんワクチン接種率:58.1%
(東京都40.6%～福井県81.4%)

]第4期 風しんワクチン接種率:58.1%
1.(東京都40。7%～福井県81.4%) 多

90.0%以 上

80.0%以 上9o o%未満

700%以上800%未満

匡コ600%以上700%未満
日圏50.0%以上60.0%未満
■150.0%未満

′l



二つた 不 イ ン

(厚労省調べ、接種率上位の自治体より聴取)

第3期 (中学 1年生相当)

E前年度末、年度初め早々の個別通知

・ 個別接種のみで対応の自治体の場合
E未接種者の把握 ⇒個別の勧奨を繰り返し実施
・学校からの積極的な複数回の勧奨
口学校との十分な連携:未接種者の把握ができない自
治体も学校との十分な連携で対処

・ 集団の場を用いた接種の併用
・集団接種の場として学校を提供
・接種漏れ者には個別の対応で接種を徹底

Company N● me    .

(厚労省調べ、接種率上位の自治体より聴取)

第 4期 (高校 3年生相当 )

1.個別接種での対応が主の場合
・未接種者の把握⇒繰り返しの個別の勧奨(未接種者の把握が

できない自治体でも学校との連携で対処)

・学校からの繰り返しの勧奨・確認
・学校との十分な連携

′タイミングを逃さない通知(夏休み前、冬休み前、スポーツイベント等)

市́と学校が通知のタイミングを同期させ、そのタイミングで接種医療機
関が診療曜日・時間を拡大して待機

・接種期間の限定 (短期集中型の接種 )

・ 4～ 6月 のみ、あるいは夏休み期間のみ、日程を指定等

2.集団の場を用いた接種の併用        ・

接種の場:保健所・保健センター、医療機関、学校

。                                                  Companソ Nemo

(厚労省調べ､接種率上位の 自治体より聴取)

第3期(中学1年生相当)

.前 年度末 ､年度初め早 々の個別通知

.個 別接種 のみで対応 の 自治体の場合

･未接種者の把握 ⇒ 個別の勧奨を繰り返し実施

･学校からの横棒的な複数回の勧奨

･学校との十分な連携 未接種者の把握ができない自

治体も学校との十分な連携で対処

.兼 EZlの租 を用 いた接種 の併用

･集団接種の埠として学校を提供

･接種漏れ者にはや別の対応で接種を徹底

CwN…

(厚労省調べ､接種率上位の 自治体より聴取)

第4期(高検3年生相当)

1.個別接種での対応が主の租合

･末技fI者の杷漣⇒牡L)通しのせ別の勧奨(禾捷71着の把姓が

ICきない自治休でも学校との連携で対処)

･学校からの繰り返しの勧奨･稚扱

･事故との十分な連携

タイミングを遠さないjL如くt休み前_冬休み前､スポーツイベント事)

市と事故がjL知のタイミングを何頼させ､そのタイミングで捷fI亀*a
Mが捗*Ft8･時冊を拡大して特★

･捷4期rMの保定(短期暮中型の接稚)

'4-8月のみ.あるいは■休みXq冊のみ.El操を指定事

2 集団のqiを用いた接種の併用

捷fIの叫 保蝕所.保鍵センタ-.匡4枚関､苧牧

Co†ltBJIIyN…



ポイント(厚労省調べ)

第3、 4期共通
日未接種者が把握できていない:予防接種台帳の未
整備             :

"繰り返しの個別通知を行うていない
・ 財政上の問題で不可能
口必要と感じていない

口市町村担当者の認識不足
口学校との連携が不足・困難

・「学校における麻しん対策ガイドライン」が参考にされてい
ない

口予防接種は保健行政の仕事であるという学校側の意識

・ 市町村の担当者が、学校との連携の必要性を感じていな
い

Company Name

2008年麻しん対策総括(厚労省)

ロ
　
　
　

ロ

市町村の実情は、まさに千差万別

接種率の高い自治体は、実情に合わせて
様々な工夫をこらし、関係部署とよく連携し
ている
・自治体:個別通知⇒未接種者の把握⇒未接種

者への繰り返しの勧奨(可能な限り、顔の見える
勧奨を)

・学校:顔の見える確認口勧奨の実施場所⇒学校
における流行の抑制に直結する

地域の実情に合わせた最大限可能な対応
を
実情に応じて講ずることが必要  com“Ⅳ Name

′

0

ポイント(TF労省調べ)

第3､4期共丑

.未接種者が把握できていない:予防接種台帳の未
整儀

.繰り返しの個別通知を行っていない
'財政上の間佃で不可能
.必要と感じていない

.市町村担当者の認許不足

.学校との連携が不足.困難
'r学校における麻しん対策ガイドラインJが歩考にされてい
ない

'予防接種は保健行政の仕事であるという学校側の意雄

一市町村の担当者が.学校との連携の必要性を転じていな
い Cw NNr■

2008年麻しん対策総括(厚労省)

市町村の実情は､まさに千差万別

接種率の高い自治体は､実情に合わせて
様々な工夫をこらし､関係部署とよく連携し
ている

･自治体 個別通知⇒未接種者の把糧 ⇒未接種
者への繰り返しの勧奨(可能な限り､顔の見える
勧奨を)

･学校.顔の見える確認･勧奨の実施場所⇒学校
における流行の抑制に直結する

地域の実情に合わせた最大限可能な対応
杏

実情に応じて講することが必要
Cornp nyN●叫

6



就学時健診での予防接種歴の確認

平成14年 3月 29日 スポーツ・青少年局長通知
「学校保健法施行規則の一部改正等について」

別紙1「就学時の健康診断の実施について」

・ 第1号様式 就学時健康診断票の「予防接種」の欄
(注)健康診断当日までに受けた予防接種法の規定によ
る定期の予防接種の種別及び接種年月日を記入する

・ 事後措置

「予防接種を受けていない者には予防接種を受けるよう
指導し、」

→予防接種の勧奨(予防接種法で規定された予防接種
は勧奨ができる)

Company Name

麻しん対策まとめ

■

　

　

　

■

各自治体の保健部局との連携がポイント

保健部局からも学校からも未接種者に対
して勧奨を行うと効果的(特に4～ 6月 )

自治体の実情に応じて、未接種者の把握
に御協力を(特に都市部)

就学時健診の機会を利用した予防接種
歴の確認と未接種の予防接種の勧奨口推
奨を(麻しん以外のものを含め)

°

     Company Name

⑦

就学時健診での予防接種歴の確認

平成14年3月29日 スポーツ･青少年局長通知

｢学校保健法施行規則の一部改正等について｣

別紙1r就学時の健康診断の実施についてJ

第1号様式 就学時鍵康診断票のr予防接種JのgI

(注)健康診断当日までに受けた予防接種法の規定によ
る定期の予防接種の種別及び接種年月日を妃入する

事後措t

｢予防接種を受けていない者には予防接種を受けるよう
指事し､｣

-予防接種の勧奨(予防接種法で規定された予防接種
は勧奨ができる)

CpTq N■M

麻しん対策まとめ

各自治体の保健部局との連携がポイント

保健部局からも学校からも未接種者に対
して勧奨を行うと効果的(特に4-6月)

自治体の実情に応じて､未接種者の把握
に御協力を(特に都市部)

就学時健診の機会を利用した予防接種
歴の確認と未接種の予防接種の勧奨･推
奨を(麻しん以外のものを含め)

的 ●一YN…
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施 設 数 休 校 数
学年開鎖
学 校 数

鎖
数翻

校
学
学 在 籍 者 数 患 者 数 うち欠席者数

今週 累 計 今週 累計 今週 累計 今週 累計 今週 1 累 計 今週 累 計 今週 累 計

¬じ栂追

青 森

岩 手

0 0

0 0

0 0

官 城
秋  田

0 0

0

山  形 0 0 0 01

福  島 0 0 0 01

茨  城 0 0 01

栃  木 01 01 01

群  馬 0 01 01

埼  玉 0 01

千 葉 0 01 01

東  京 0 0 01

神奈川 0 01

新  潟 0

山
川
一井
一梨
一

富
一石
一福
一山
一

01 0

0 0 0
0 0 0 0 5'
0 0 0 0 01

ξテ  里手 0 0 0
岐 阜 0 0 0

静 岡 0 0 0

愛 知 0 0 0 0

重
一

0 0 0
滋  智 0 0 0
京 都 0 0. ０

一
〇大  阪 0 01

兵  庫 0 0. 0‐

奈  良 0 01 0

和 歌 山 0 0 0

鳥  取 0 0 0 0 0 0′

島  根 0 0 0 0 01

岡  山 0 0 0 0 01

広  島 0 0 0 0 δ「
山  口 0 0

徳  島 0 0 01 0

川
一媛
一知
而

■
一愛
一高
ポ

0 01 0

0 01 0

0 0

0 01 0

佐  71 0 0 0 0 01

長 崎 0 0 0 0 0
lll 本 0 0 0 0 0

大  分 0 0 0 0 0
官  婦 0 0

鹿 児 島
油  

“

ll

0 0 0 0 0
0 0 0

不L  聘尾

仙  台

さいたま
千 葉
川 崎

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

横 浜

__∬ __漏 ___
静 岡
浜 松

名古月t

0 0

0 0 δ「 0
0 δ「 0 0

0 0 0 0

0 0

掲
都
一阪
一

一昼
大
一

0 0 0 0 01

0 0 0 0 01

堺 0 01 0 0 01

神  戸 0 0 0 0 01

岡  山 0 0 0 0

広  島 01 0

lL九 州

補  用

01 0 0 0

計 0 0 01 0 0

昨 年 同 ;υ I

(H20 4 6-H20 2 2 01《 01    1 1,264 72 626 5 583

囲 ´

麻しん施設別発生状況 (最終報 全施設合計 )

1 同一施設で同一週に体校、学年閉鎖、学級 |‖ 鎖が重複した場合は、休校、学年閉鎖、学fJk閉 川の優先順位により計上。
2 在稀者放、患者数及び欠席者放 (以 下「悲者放等」という.)は、次により計上。

(1)学級|‖鎖を行つた場合の忠者数等は、当該 |‖ 畑される直rIの 学級の忠者放等である。

(2)学年間■lを 行つた場合の忠:ど 数年は、当該門仙される直前の学年の患 F放等である。

(3)体校の措lrlが とられた場合の忠者放等は、当該体校となる直n"の学校の患者数等である。

匪 巨司Y

累計 H21 4 5-H21 8 1

麻しん施設別発生状況 (最終報 全施設合計)

施 設 数 休 校 数 学年閉鎖学校数 学級閉鎖_学校数 在 籍 音 数 患 者 数 . うち欠席者数

青 森 D 0 0 0 0 0 0 D 0 0

岩 手 0 0 0 0 00 0 0 0 0 Os O 0 0
秋 田 0 0 0 0 0 oヨ o 0 0 0 0 0 0
山 形 0 0 0 0 0 o… o 0 0 0 0 0 0

茨 城 0 0 0 0 0 0 0 o～ o 0 0 o/ o
栃 木 0 0 0 0 0≒ 0 0ぎ o 0-; o 0 0 Oヨ o
群 馬 0 0 0 0書 0 0 0 02 0 0 0 oj 0
埼 玉 0 0 0 o; o 0 0 0; 0 0 0 oー o
千葉 0 0 0 0… 0 0 0 0 0: 0 0 0
東 京 0 0 o弓 o 0r O 0 o≒ o 0 0
神大川 0 0 0 0 0 0 0 ) 0 oぎ o 0 0
新 潟 0 0 0 0 0 0 0 0 Of O 0 0
富 山 0 0 0 oi o 0 0 0 0 oi o 0 0

福 井 0 0 0 Oi o 0 00 0 0 or o 0 0山 梨 0 0 0 Oを o 0 0｢ 0 0 0
長 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0岐阜 00 0 0 0 0 0 0r o 0 0 0 0

静岡 00 0二二二二SLl--=II9: 0 0 0 0 0 0 0
愛 知 0 0 0 0 0 0 0 0

滋 賀 0 0 0 0 0 0 0 l O 0 0 o/ o
京 都 0 0 0 0 0 0 0 0 0 oヨ o 03 0
大 阪 0 0 0 0 0 0 0 0 oj 0 0 0
兵 庫 0 0 0 0 0 0弓 o ∃ o Oヨ o 0 0
奈 良 0 0 0 0 0 03 0 0 0 Oヨ o 0 0
和歌山 0 0 0 0 0 0 0 0 oヨ o 0 0
鳥 取 0 0 0 o/ o 0 0 1 0 0 0 0 0
岡山 0000000 00000
山 口 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0; 0
徳 島 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 oJ o
:tiJlr 00 0 0 0 0 0 0 0 0 or o

TtZ) 知 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佐 門 0 0 0 0 0 0 0 or o 0 0 oi o
出Jl"T 000--一計----60…-6｢~一一一ら0IO0エ0OfO00IL1=J,本 000 0;0o…oo弓o00大分 000 0'0OJo 00…0
沖糾l 0 0 0 Oヨ o 0 0 Oi O ol o

別柑 札 幌 0 0 0 oi o 0 0 0 0 O～ P 0 0

仙 人 0 0 0 0 0 0 0 0; 0 0 0
さいたま 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
千 乗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

横 浜 0 0 0 0; o 0 0 or o o≡ ° 0 0

静 岡 0 0 0 0′ 0 0 0 0; 0
浜 松 0 0 0 o' o 弓 U 0 0 0 0

京 都 0 0 0 0 0 0 o; o 0 0
大 阪 0 0 0 0 0 0 0 0
堺 0 0 0 o喜 o 0 0 0 0

神 ~ 0 0 0∃ 0 0 0 0 0
岡 山 0 0 0 0 0 0 0 0
広 島 0 ･0 o; o 0 0≧ 0 0 0

計 0 0 0 0 0 o… o 0 0 0 0 0

昨年同化IT(H20.4_6-H20_ 123 64 0 45 14 1,26 72.626 583 5 6ー6
1 同一施設で同一掛こ休校､学年閉鎖､学級rlJJ鍬が重複した場合は､休校､学年閉鎖､学級閉地の惟先Mri位により計上0
2 在柁音数､患者数及び欠席音数(以下｢.JLLH･款等｣というこ)は､次によV)計上b
(1)学級llFJ軌を行った場合の他者数T･ILj:､当該r'l牌はれるL-一川rの学級のIL1.着放A!;であるD
(2)学年F'11紙を行ったn,)合の.lLl.占数等は､当該I'tlA11されるLrlJI-1打の学年の患Kb,JLA.･;であるO
(3)休校の措TFTがとられた場合の.lLt.者放T･trは､当該休校となるII'tllJETの学校の患者数T･Fである｡
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平成 21年度厚生労働科学研究費補助金 新型インフルエンザ等新興 。再興感染症研究事業

「成人感染が問題 となりつつある小児感染症への対応に関する研究」

(H21-新 興一一般-011)

研究代表者 加藤達夫 国立成育医療センター

研究分担者 荒川宜親 国立感染症研究所

浅野喜造 藤田保健衛生大学

庵原俊昭 国立病院機構二重病院

岡田賢司 国立病院機構福岡病院

図 1.中 学 1年生 相 当年 齢 者 に お け る (MR 3期 )全 国 MRワ ク チ ン累 積 機 種 率
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2008年 度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 2月 1月 2月 3月

2008年度

図 2.高 校 3年生 相 当年 齢 者 に お け る (MR 4期 )全 国 MRワ ク チ ン累 積 接 種 率

匪垂jjj]

平成 21年度厚生労肋科学研究費補助金 新型インフルエンザ等新興 ･再熱感染症研究事案

r成人感弘が閉居 となりつつある小児感染症-の対応に関する研究J

(H21-新興一一位一011)

研究代表者 加藤達夫 EEl立成育医療センター

研究分適者 荒川宜親 Eg立&染症研究所

浅野書達 藤田保捷半生大学

庵原俊昭 国立横坑t&iA三五病院

岡EEl升司 EF立病院tk絹福冊病院
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平成 18年～平成 20年度厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事業
「麻疹 。風疹 (MR)混合ワクチンの接種効果 。安全性・接種率に関する研究」

(H18-新 興―一般-005)

研究代表者

研究分担者

加藤達夫 国立成育医療センター

高山直秀 東京都立駒込病院

庵原俊昭 国立病院機構二重病院

岡田賢司 国立病院機構福岡病院

尾内一信 川崎医科大学

表 2 麻疹・風疹 (MR)混合ワクチン 2期

接種健康状況 1591例 調査 (%)

接種後健康調査  2006年 6月 2日 ～2009年 3月 31日

接種後

日数
0～ 6 7-13 14～ 20 21～ 28 合計

発赤
135

(8.48)

13

(0.82)
0

1

(0.06)

149

(9.36)

1重月長
100

(6.28)

2

(0.12)
0

1

(0.06)

103

(6.47)

発疹
23

(1.45)

17

(1.11)

4

(0.25)

7

(0.44)

51

(3.20)

リンパ節

1重月長

8

(0.50)

13

(0.82)

4

(0.25)

2

(0.12)

27

(1.70)

関節痛
10

(0.62)

6

(0.38)

5

(0.31)

4

(0.25)

27

(1,70)

発 熱
68

(4.27)

64

(4.02)

67

(4.21)

60

(3.78)

259

(16.3)

上段 :報告数

下段 :発現率
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表 2 麻疹 ･風疹 (MR)混合ワクチン 2期

接種健康状況 1591例調査 (%)

接種後健康調査 2006年6月 2日～2009年 3月 31日

按種後日数 0-6 7-13 14-20 21-28 合計

発赤 135 13 0 1 149
(8.48) (0.82) (0.06) (9.36)

腫脹 100 2 0 1 103
(6.28) (0.12) (0.06) (6.47)

発疹 23 17 4 7 51
(1.45) (1.ll ) (0.25) (0.44) (3.20)

リンパ節 8 13 4 2 27

腫脹 (0.50) (0.82) (0.25) (0.12) (1.70)

関節痛 10 6 5 4 27
(0.62) (0.38) (0.31) (0.25) (1.70)

発熱 68 64 67 60 259
(4.27) (4.02) (4.21) (3.78) (16.3)

上段 :報舌数

下段 :発現率
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表 3 麻疹・風疹 (MR)混合 ワクチン 3期

接種健康状況 226名 調査 (%)

2008年 4月 1日 ～ 2009年 3月 31日

接種後

日数
0～ 6 7-13 14～ 20 21～ 28 合計

発赤
15

(6.63)

1

(0.44)
0 0

16

(7.07)

]重月長
12

(5.30)
0 0 0

12

(5.30)

発疹
4

(1,76)

1

(0.44)

1

(0.44)
0

6

(2.65)

リンパ節

1重月長

3

(1.32)

1

(0.44)

1

(0.44)
0

5

(2.21)

関節痛
3

(1.32)
0 0 0

3

(1.32)

発 熱
1

(0.44)

2

(0.88)

1

(0.44)

3

(1.32)

7

(3.09)

上段 :報告数

下段 :発現率
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表 3 麻疹 ･風疹 (MR)混合ワクチン 3期

接種健康状況 226名調査 (%)

2008年4月 1日～2009年 3月31日

按種後日数 0-6 7～13 14-20 21-28 合計

発赤 15(6.63) 1(0.44) 0 0 16(7.07)

腫脹 12(5.30) 0 0 0 12(5.30)

発疹 4 1 1 0 6
(1.76) (0.44) (0.44) (2.65)

リンパ節 3 1 1 0 5
腫脹 (1.32) (0.44) (0.44) (2.21)

'関節痛 3(1.32) 0 0 0 3(1.32)

発熱 1 2 1 3 7
(0.44) (0.88) (0.44) (1.32) (3.09)

上段 :報普数

下段 :発現率
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高山直秀

庵原俊昭
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麻疹・風疹 (MR)混合 ワクチン 4期

接種健康状況  76名 調査 (%)

2008年 4月 1日 ～ 2009年 3月 31日

接種後

日数
0～ 6 7～ 13

14～ 2

0
21～ 28 合計

発赤
6

(7.89)
0 0 0

6

(7.89)

1重月長
3

(3.94)
0 0 0

3

(3.94)

発疹 0 0 0 0 0

リンパ節

1重 1長

0 0 0 0 0

関節痛 0 0 0 0 0

発 熱
2

(2.63)

2

(2.63)

1

(1.31)

1

(1.31)

6

(7.89)

上段

下段

:報告数

:発現率
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表 4 麻疹 ･風疹 (MR)混合ワクチン 4期

接種健康状況 76名調査 (%)

2008年4月 1日～2009年 3月31日

按種後日数 0-6 7-13 14-20 21-28 合計

発赤0 6(7.89) 0 0 0 6(7.89)

腫脹 3(3.94) 0 0 0 3(3.94)

発疹 0 0 0 0 0

リンパ節腫脹 0 0 0 0 0
関節痛 0 0 0 0 0
発熱 2 2 1 1 6

上段 :報普数

下段 :発現率
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